
高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）の構成 

 第１章  「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」 
       策定の意義 
  １ ＭＩＣＥ（マイス）とは 
  ２ 本市におけるＭＩＣＥの意義 
  ３ ＭＩＣＥの市場動向 
  ４ 本市のＭＩＣＥの現状と課題 
 

 第２章 基本戦略 
  １ 本市の目標とするＭＩＣＥ 
  ２ 本市のＭＩＣＥ目標指標 
   ・コンベンション数 ： ３０６件（Ｈ３５） 
   ・国際会議件数  ： １０件（Ｈ３５） 
 

 第３章 「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」の重点施策 
  １ 受入環境の整備 
  ２ 誘致強化 
  ３ ＭＩＣＥ振興のための産官学連携 
  ４ ＭＩＣＥの創出 
 

 第４章 戦略の推進 
 

 ［資料編］ ＭＩＣＥ関係施設一覧等 

 
 
 

○ 現状分析・課題整理 

移住ニーズの分析 

高松市の「移住促進力」と課題 

移住・定住促進の事業メニュー 

○ 取組方針 

新規事業、全体的な事業イメージ 

全体方針 

プロモーション方策の強化 

○ 「高松版ＣＣＲＣ」 

「高松版ＣＣＲＣ」とは 事業メニュー 本格実施の課題 

【計画期間】 Ｈ２９年度～Ｈ３５年度 

高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）【原案】について  概要 
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基本戦略 

基本戦略 
○既存のＭＩＣＥ誘致を強化するとともに、地域特性をいかしたＭＩＣＥ 
 の創出を目指す。 
 
○県のＭＩＣＥ事業と連携 
  「香川県ＭＩＣＥ誘致推進方策」、香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会 

目標とするＭＩＣＥ 
○ターゲット：国際会議・学会等のコンベンション 
 
○分野：①高松ならではのＭＩＣＥコンテンツを活用 

      ②香川大学等の研究分野と連携 
 
○規模： ５００人～２，０００人規模に重点 
      ※新県立体育館のサンポート高松への建設決定により、 
        ５，０００人を超える規模のＭＩＣＥもターゲットに見据える 
 
○高松らしいＭＩＣＥの創出 
 ①開催効果を最大化 
 ②シーフロントのＭＩＣＥ施設の集積を活用、都市機能の連携 
   ⇒「高松Ｔゾーン」を重視 
 ③本市のシンボル「屋島」の活用 

計画期間 
平成２９年度～平成３５年度 
 ※「第６次高松市総合計画」の終期まで 
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課題と重点施策 

重点施策 

○ポテンシャルの活用 
 
 
 
○プロモーション強化 
 
 
 
○組織的対応 
 
 
 
○産業活性化 

１ 受入環境の整備 
 【主な取組例】 
  ○既存ＭＩＣＥ施設連携・インフラの整備 
  ○ワンストップ窓口の設置 
  ○アフターコンベンション・ユニークベニューの開発 
  ○本市のシンボル「屋島」の活用 

 

２ 誘致強化 
 【主な取組例】 
  ○誘致推進体制の強化（効果的な連携） 
  ○高松観光コンベンション・ビューローの体制強化 
  ○マーケティングの強化（情報収集） 
  ○誘致ツールの整備 
  ○開催支援補助金制度の見直し 

 

３ ＭＩＣＥ振興のための産官学連携 
 【主な取組例】 
  ○香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会との連携 
  ○大学とＭＩＣＥ誘致協力に関する連携の検討 

 

４ ＭＩＣＥの創出 
 【主な取組例】 
  ○将来のＭＩＣＥを主催できる人材の発掘 
  ○関連事業や周辺イベントの実施 
  ○機運の醸成 

課題 
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○ポテンシャルの活用 
  ・施設間の連携強化 
  ・高松ならではの資源の活用 
   （瀬戸内海の多島美、屋島、玉藻公園、 
    商店街、高松盆栽など） 

○プロモーション強化 
  ・ＭＩＣＥ向け情報発信の強化 
  ・高松ならではのＭＩＣＥブランドの確立 

○組織的対応 
  ・誘致体制の強化 
  ・県、施設関係者、大学、地域等との連携 

○産業活性化 
  ・観光の延長ではないＭＩＣＥの取組 
  ・「ビジネス・イノベーションの機会」とする取組 

１ 受入環境の整備 
 （１）ＭＩＣＥ施設 
 （２）支援・サービス 
 （３）アフターコンベンション 
 （４）開催効果最大化のための連携 
 （５）ＭＩＣＥ商品開発 

 
２ 誘致強化 
 （１）誘致推進体制 
 （２）マーケティングの強化 
 （３）誘致活動 

 
３ ＭＩＣＥ振興のための産官学連携 
 （１）誘致及び開催のための連携 
 （２）戦略推進の実行体制 

 
４ ＭＩＣＥの創出 
 （１）高松らしいＭＩＣＥの開催 
 （２）開催効果を高める商品開発 
 （３）高松らしいＭＩＣＥ開催のための人材育成 
 （４）機運の醸成 
 （５）効果的な財政支援 

 



○全般 

意見 対応 

1 

「巧水スタイル」という用語が一般的で
ないのが気に掛かる。 

表現の変更はしない。  
（理由）水を上手に賢く使う社会への転換を目指し、
節水という言葉を使わず、「巧水スタイル」という用
語をキーワードとして、節水型ライフスタイルの推進
を図ろうとするものであり、今後とも更なる周知に努
め、定着を図っていく必要があるため。 

2 

 水道広域化による連携体制の構築の項
目において、災害リスクとコストの面で
川添浄水場の休止には問題があり、水道
広域化を無条件に推進するかのような表
現は避けるべきである。 

表現を変更する。 
（理由）広域化に伴う本市の個別施設の具体的な整理
方法については、これからも協議・検討を行うもので
あり、誤解を与えないようにするため。 
（参考） 
変更前⇒・・・広域化に向けた協議を重ね・・・ 
変更後⇒・・・水道施設の統廃合や水源の一元管理な  
       ど、その効果を最大限発揮できるよう、 
       具体的な協議を重ね・・・ 

３．取組事業の追加について 

 施策「生涯学習の場における環境教育の推進」に「水環境教育プログラムの実施」を追加した。 

素案からの主な変更 

意見 提案者 対応 

１ 

 都市計画マスタープランの改定作業を
進めているが、この中では「シーフロン
ト」ゾーンと設定することとしており、
整合を確保することが望ましい。 
 

都市 
計画課 

【修正】ウォーターフロント ⇒ シーフロント 
 
 都市計画マスタープランの表記に合わせた。 

１ 懇談会、調査会、パブリックコメント等における意見の反映 
 
  11月30日  第３回高松市ＭＩＣＥ振興戦略策定懇談会 
  12月15日  総務消防調査会 
  12月21日～１月20日 パブリックコメント（４件／２名） 
 
 

２ 素案作成後の状況変化に合わせた修正 
 
 ①「ウォーターフロント」⇒「シーフロント」 
  【理由】都市計画マスタープランの改定において、「シーフロント」ゾーンと 
      設定することとしており、整合性を確保する。 
 
 ②「新県立体育館」関係 
  【理由】サンポート高松での建設が決定（11月県議会答弁）。 
      5,000人を超える規模。 
      既存施設との連携により、さらに大規模なＭＩＣＥにも取り組む。 
 
 ③「香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会」関係 
  【理由】H28.11.25に設立。政府系国際会議、大規模ＭＩＣＥ等において連携。 
      施設間連携、情報発信の強化（多言語対応等）。 

○第１章 「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」策定の意義 
意見 提案者 対応 

２ 

 シンガポールなどのアジア諸国に対抗
するために、グローバルＭＩＣＥ都市が
指定されているなど、国レベルの取組が
行われている。 
 今後、高松のＭＩＣＥを振興させるた
めには、こうした都市との連携を深めて
いかなければならない。 
 

二川議員 

【追記】 
 国の方向性との連動や広域的な視点での取組
が必要という説明を追記。 
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○第１章 「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」策定の意義 

意見 対応 

1 

「巧水スタイル」という用語が一般的で
ないのが気に掛かる。 

表現の変更はしない。  
（理由）水を上手に賢く使う社会への転換を目指し、
節水という言葉を使わず、「巧水スタイル」という用
語をキーワードとして、節水型ライフスタイルの推進
を図ろうとするものであり、今後とも更なる周知に努
め、定着を図っていく必要があるため。 

2 

 水道広域化による連携体制の構築の項
目において、災害リスクとコストの面で
川添浄水場の休止には問題があり、水道
広域化を無条件に推進するかのような表
現は避けるべきである。 

表現を変更する。 
（理由）広域化に伴う本市の個別施設の具体的な整理
方法については、これからも協議・検討を行うもので
あり、誤解を与えないようにするため。 
（参考） 
変更前⇒・・・広域化に向けた協議を重ね・・・ 
変更後⇒・・・水道施設の統廃合や水源の一元管理な  
       ど、その効果を最大限発揮できるよう、 
       具体的な協議を重ね・・・ 

３．取組事業の追加について 

 施策「生涯学習の場における環境教育の推進」に「水環境教育プログラムの実施」を追加した。 

素案への主な意見と変更点 

意見 提案者 対応 

1 

 シンガポールなどのアジア諸国に対抗
するために、グローバルＭＩＣＥ都市が
指定されているなど、国レベルの取組が
行われている。 
 今後、高松のＭＩＣＥを振興させるた
めには、こうした都市との連携を深めて
いかなければならない。 

調査会 【追記】 
 国の方向性との連動や広域的な視点、シーフ
ロントの関係施設の連携などの受入環境整備の
の必要性を加筆。 
 ○グローバルＭＩＣＥ都市、県等との連携 
 ○関係施設、交通アクセスなどの受入環境 
  の整備 
【P.2】 

2 

（海外視察を踏まえての意見として） 
 バンクーバーやモントレーは、ウォー
ターフロント開発で成功している。高松
でも、ウォーターフロントには、新県立
体育館や市場の整備が予定されており、
今後の開発に期待している。 

調査会 

3 
 地域資源としての屋島、栗林公園、五
色台やその他の観光地はどうなるのか。 
 

パブコメ 
【追記】 
 屋島や栗林公園を始め、シーフロントには玉
藻公園や離島などの資源があり、アフターコン
ベンションやユニークベニューで活用を図る。 
 ユニークベニューの説明を追加するとともに、
巻末資料にユニークベニュー等の一覧を掲載。 
【P.11、P.12、P.50】 

4 

 ユニークベニューとは何か。 
 
 
 

調査会 

○「高松Ｔゾーン」について 
意見 提案者 対応 

６  Ｔゾーンの西側には何もないのか。 植田議員 【追記】 
 高松Tゾーンの図に生島町の「香川県総合運
動公園」や「屋島競技場」など、主なスポーツ
施設を表記。 

７ 
 スポーツ施設なども記載するとＴゾー
ンの説得力が増す。 

懇談会 
委員 

８ 

 瀬戸内国際芸術祭で離島が注目されて
いる。女木島や男木島、観光地としてあ
まり認識されてはいないが大島の存在も
世界的にＰＲする意味では重要。 

懇談会 
委員 

【修正】 
 離島（女木島、男木島、大島）を含んだエリ
アを「シーフロント」として表記。 

5 



意見 対応 

1 

「巧水スタイル」という用語が一般的で
ないのが気に掛かる。 

表現の変更はしない。  
（理由）水を上手に賢く使う社会への転換を目指し、
節水という言葉を使わず、「巧水スタイル」という用
語をキーワードとして、節水型ライフスタイルの推進
を図ろうとするものであり、今後とも更なる周知に努
め、定着を図っていく必要があるため。 

2 

 水道広域化による連携体制の構築の項
目において、災害リスクとコストの面で
川添浄水場の休止には問題があり、水道
広域化を無条件に推進するかのような表
現は避けるべきである。 

表現を変更する。 
（理由）広域化に伴う本市の個別施設の具体的な整理
方法については、これからも協議・検討を行うもので
あり、誤解を与えないようにするため。 
（参考） 
変更前⇒・・・広域化に向けた協議を重ね・・・ 
変更後⇒・・・水道施設の統廃合や水源の一元管理な  
       ど、その効果を最大限発揮できるよう、 
       具体的な協議を重ね・・・ 

３．取組事業の追加について 

 施策「生涯学習の場における環境教育の推進」に「水環境教育プログラムの実施」を追加した。 

素案への主な意見と変更点 

○「高松Ｔゾーン」について 

意見 提案者 対応 

5 

 Ｔゾーンの西側に
は何かあるか。 
 
 

調査会 

【修正】 
 「屋島競技場」や
生島町の「香川県総
合運動公園」など、
スポーツ施設を追記。 
 女木島、男木島、
大島など離島を含ん
だエリアを「シーフ
ロント」として修正。
【P.10】 

6 

 スポーツ施設など
も記載するとＴゾー
ンの説得力が増す。 
 
 

懇談会 
委員 

7 

 瀬戸内国際芸術祭
で離島が注目されて
いる。 
 女木島や男木島、
観光地としてあまり
認識されてはいない
が大島の存在も世界
的にＰＲする意味で
は重要。 
 
 

懇談会 
委員 
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○第２章 基本戦略 

意見 対応 

1 

「巧水スタイル」という用語が一般的で
ないのが気に掛かる。 

表現の変更はしない。  
（理由）水を上手に賢く使う社会への転換を目指し、
節水という言葉を使わず、「巧水スタイル」という用
語をキーワードとして、節水型ライフスタイルの推進
を図ろうとするものであり、今後とも更なる周知に努
め、定着を図っていく必要があるため。 

2 

 水道広域化による連携体制の構築の項
目において、災害リスクとコストの面で
川添浄水場の休止には問題があり、水道
広域化を無条件に推進するかのような表
現は避けるべきである。 

表現を変更する。 
（理由）広域化に伴う本市の個別施設の具体的な整理
方法については、これからも協議・検討を行うもので
あり、誤解を与えないようにするため。 
（参考） 
変更前⇒・・・広域化に向けた協議を重ね・・・ 
変更後⇒・・・水道施設の統廃合や水源の一元管理な  
       ど、その効果を最大限発揮できるよう、 
       具体的な協議を重ね・・・ 

３．取組事業の追加について 

 施策「生涯学習の場における環境教育の推進」に「水環境教育プログラムの実施」を追加した。 

素案への主な意見と変更点 

意見 提案者 対応 

8 

 国際会議が開催されることを楽しみに
している。また、アジア会議が開催され
ることに期待している。 
 

パブコメ 

【記載済】 
 アジア各国との航空路線を活用しながら、国
際会議や学会等のコンベンションをターゲット
に取り組んでいく。【P.17】 
 

9 

 ターゲットとなるＭＩＣＥの規模とし
て、500～2,000人が示されているが、
それより少ないものは、コンベンション
実績としてカウントしないのか。 
 

調査会 

【記載済】 
 目標指標の「コンベンション数」は、小規模
なＭＩＣＥも集計しています。【P.20】 
 

10 

 2015年の日本政府観光局（JNTO）
の国際会議統計の公表（H28.12）。 

ー 

【修正】国際会議開催件数 ６件 ⇒ ５件 
 日本政府観光局の国際会議統計で公表された
数値に修正。【P.20】 
 

○第３章 「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」の重点施策 

11 

・コンベンションであれば、サンメッセ 
 は。ＭＩＣＥ誘致にはぴったりではな 
 いか。 
・交通シミュレーションはできているの 
 か。本当に公共交通機関をＭＩＣＥ参 
 加者は利用するのか。 
・ＭＩＣＥの主役である人達（主催者、 
 参加者など）の一連の動きのシミュ 
 レーションはできているのか。 

パブコメ 

【記載済】 
 サンメッセ香川もＭＩＣＥ施設として掲載し
ています。 
 ＭＩＣＥ施設間の交通アクセスを向上させる
ことで、参加者の利便性を確保することは重要
な視点であり、戦略の推進に当たっては、交通
シュミレーションなど交通手段の検討にも取り
組んでいく。【P.23、P.49】 
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○第３章 「高松市ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）」の重点施策 

意見 対応 

1 

「巧水スタイル」という用語が一般的で
ないのが気に掛かる。 

表現の変更はしない。  
（理由）水を上手に賢く使う社会への転換を目指し、
節水という言葉を使わず、「巧水スタイル」という用
語をキーワードとして、節水型ライフスタイルの推進
を図ろうとするものであり、今後とも更なる周知に努
め、定着を図っていく必要があるため。 
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 水道広域化による連携体制の構築の項
目において、災害リスクとコストの面で
川添浄水場の休止には問題があり、水道
広域化を無条件に推進するかのような表
現は避けるべきである。 

表現を変更する。 
（理由）広域化に伴う本市の個別施設の具体的な整理
方法については、これからも協議・検討を行うもので
あり、誤解を与えないようにするため。 
（参考） 
変更前⇒・・・広域化に向けた協議を重ね・・・ 
変更後⇒・・・水道施設の統廃合や水源の一元管理な  
       ど、その効果を最大限発揮できるよう、 
       具体的な協議を重ね・・・ 

３．取組事業の追加について 

 施策「生涯学習の場における環境教育の推進」に「水環境教育プログラムの実施」を追加した。 

素案への主な意見と変更点 

意見 提案者 対応 

12 

 将来的には、東京から大阪までリニア
で繋がることで一つのゾーンが形成され、
そこに繋がる高速鉄道網の整備などが必
要である。 
 

調査会 

【追記】 
 ＭＩＣＥ開催都市への交通アクセスは、主催
者が開催地を決定する際の重要な要素のひとつ
であり、本市への交通アクセス（四国の新幹線
など）を始めとした受入環境の整備に取り組ん
でいくことを追記。【P.23】 
 

13 

 屋島をユニークベニューとして使って
いくというアイデアと思う。 
 コンベンションエリアとの間の交通を
しっかりして、これらの連携を図ってい
くことが大事。 

懇談会 
委員 

【追記】 
 交通アクセシビリティーの向上は記載済。 
 また、屋島の魅力を向上させる取組として、
ジオパーク認定に向けた検討等を追記。
【P.30】 

○第４章 戦略の推進 
意見 提案者 対応 

14 

 戦略は方向性を示したものなので、実
施に当たっては優先順位をつけて進めて
いくといった内容を記載してはどうか。 
 

懇談会 
委員 

【修正】戦略スケジュール ⇒ 戦略の推進 
 
 章のタイトルを修正し、戦略の推進について
の記載箇所であることを明確化。 
 実施に当たっては優先順位をつけて取り組み、
その進行管理は「まちづくり戦略計画」や行政
評価により公表することを追記。【P.46】 

15 

 進行管理を明確化して事業を促進し、
市民に分かり易く報告することも忘れず
にお願いしたい。 
 

パブコメ 
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